
9.2　対数関数



　 7.6節で逆関数の定義を述べた．関数 f の値域の各要素 y に対して

y = f(x) となる f の定義域の要素 x が唯一つあるとき，関数 f の値域の各

要素 y に対して y = f(x) となる f の定義域の要素 x を定める対応を f の

逆関数といい，f−1 と書き表す．関数 f の逆関数 f−1 の定義域は f の値域

である．
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　指数関数の逆関数を考える．



例 底が 2 である指数関数 2x を考え
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ある．これより，指数関数 2x の逆関
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　定数 a は実数で a > 0 かつ a 6= 1 とする．定義域が実数全体である指数

関数 ax の値域は正の実数の全体 (0,∞) である．グラフから分かるように，

正の各実数 y に対して y = ax である実数 x が唯一つある．
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　 a > 1 のとき　 0 < a < 1 のとき



正の各実数 y に対して y = ax である実数 x が唯一つある．よって指数関数
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)

= p ．



　 7.6節で次の定理を述べた：関数 f の逆関数 f−1 があるとき，

f の定義域の任意の実数 p について f−1
(

f(p)
)

= p ．

定数 a は実数で a > 0 , a 6= 1 とする．a を底とする指数関数を f とおく：

f(x) = ax ．f の定義域は実数全体とする．a を底とする指数関数 f の逆関

数 f−1 は a を底とする対数関数である： f−1(x) = logax ．よって，



　 7.6節で次の定理を述べた：関数 f の逆関数 f−1 があるとき，

f の定義域の任意の実数 p について f−1
(

f(p)
)

= p ．

定数 a は実数で a > 0 , a 6= 1 とする．a を底とする指数関数を f とおく：

f(x) = ax ．f の定義域は実数全体とする．a を底とする指数関数 f の逆関

数 f−1 は a を底とする対数関数である： f−1(x) = logax ．よって，



　 7.6節で次の定理を述べた：関数 f の逆関数 f−1 があるとき，

f の定義域の任意の実数 p について f−1
(

f(p)
)

= p ．

定数 a は実数で a > 0 , a 6= 1 とする．a を底とする指数関数を f とおく：

f(x) = ax ．f の定義域は実数全体とする．a を底とする指数関数 f の逆関

数 f−1 は a を底とする対数関数である： f−1(x) = logax ．よって，

f−1
(

f(p)
)

= loga{f(p)} = loga(a
p) ,



　 7.6節で次の定理を述べた：関数 f の逆関数 f−1 があるとき，

f の定義域の任意の実数 p について f−1
(

f(p)
)

= p ．

定数 a は実数で a > 0 , a 6= 1 とする．a を底とする指数関数を f とおく：

f(x) = ax ．f の定義域は実数全体とする．a を底とする指数関数 f の逆関

数 f−1 は a を底とする対数関数である： f−1(x) = logax ．よって，

f−1
(

f(p)
)

= loga{f(p)} = loga(a
p) ,

f の定義域は実数全体なので，

任意の実数 p について loga(a
p) = p ．



　 7.6節で次の定理を述べた：関数 f の逆関数 f−1 があるとき，

f の値域の任意の実数 r について f
(

f−1(r)
)

= r ．



　 7.6節で次の定理を述べた：関数 f の逆関数 f−1 があるとき，

f の値域の任意の実数 r について f
(

f−1(r)
)

= r ．

定数 a は実数で a > 0 , a 6= 1 とする．a を底とする指数関数を f とおく：

f(x) = ax ．f の定義域は実数全体とする．f の値域は正の実数の全体であ

る．a を底とする指数関数 f の逆関数 f−1 は a を底とする対数関数である：

f−1(x) = logax ．よって，



　 7.6節で次の定理を述べた：関数 f の逆関数 f−1 があるとき，

f の値域の任意の実数 r について f
(

f−1(r)
)

= r ．

定数 a は実数で a > 0 , a 6= 1 とする．a を底とする指数関数を f とおく：

f(x) = ax ．f の定義域は実数全体とする．f の値域は正の実数の全体であ

る．a を底とする指数関数 f の逆関数 f−1 は a を底とする対数関数である：

f−1(x) = logax ．よって，



　 7.6節で次の定理を述べた：関数 f の逆関数 f−1 があるとき，

f の値域の任意の実数 r について f
(

f−1(r)
)

= r ．

定数 a は実数で a > 0 , a 6= 1 とする．a を底とする指数関数を f とおく：

f(x) = ax ．f の定義域は実数全体とする．f の値域は正の実数の全体であ

る．a を底とする指数関数 f の逆関数 f−1 は a を底とする対数関数である：

f−1(x) = logax ．よって，

f
(

f−1(r)
)

= af
−1(r) = aloga

r ,



　 7.6節で次の定理を述べた：関数 f の逆関数 f−1 があるとき，

f の値域の任意の実数 r について f
(

f−1(r)
)

= r ．

定数 a は実数で a > 0 , a 6= 1 とする．a を底とする指数関数を f とおく：

f(x) = ax ．f の定義域は実数全体とする．f の値域は正の実数の全体であ

る．a を底とする指数関数 f の逆関数 f−1 は a を底とする対数関数である：

f−1(x) = logax ．よって，

f
(

f−1(r)
)

= af
−1(r) = aloga

r ,

f の値域は正の実数の全体なので，

任意の正の実数 r について aloga
r = r ．



定理 実数 a について a > 0 , a 6= 1 とする．
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例 次の式を計算する： log39 + 18 , log2(16+ 48)．
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例 次の式を計算して簡単にする： 32+log
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r = r ．
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問9.2.3 次の式を計算して簡単にせよ：23+log
2
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例 実数全体を定義域とする指数関数 f の底は 3 であるとする．f の逆関数

f−1 について，7 における値と
1
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における値とを求める．3 を底とする指

数関 f の逆関数 f−1 は 3 を底とする対数関数である： f−1(x) = log3x ．7

における f−1 の値は
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= log3

1

35
= log23

−5 = −5 .



問9.2.4 実数全体を定義域とする指数関数 g の底は 2 であるとする．g の逆

関数 g−1 について，13 における値と
1
256

における値とを求めよ．

　 2 を底とする指数関 g の逆関数 g−1 は を底とする　　関数である：

g−1(x) = ．13 における g−1 の値は

g−1(13) =

1
256

における g−1 の値は

g−1
(

1
256

)

= .



問9.2.4 実数全体を定義域とする指数関数 g の底は 2 であるとする．g の逆

関数 g−1 について，13 における値と
1
256

における値とを求めよ．

　 2 を底とする指数関 g の逆関数 g−1 は 2 を底とする対数関数である：

g−1(x) = log2x ．13 における g−1 の値は

g−1(13) =

1
256

における g−1 の値は

g−1
(

1
256

)

= .



問9.2.4 実数全体を定義域とする指数関数 g の底は 2 であるとする．g の逆

関数 g−1 について，13 における値と
1
256

における値とを求めよ．

　 3 を底とする指数関 g の逆関数 g−1 は 2 を底とする対数関数である：

g−1(x) = log2x ．13 における g−1 の値は

g−1(13) = log213 .

1
256

における g−1 の値は

g−1
(

1
256

)

= .



問9.2.4 実数全体を定義域とする指数関数 g の底は 2 であるとする．g の逆

関数 g−1 について，13 における値と
1
256

における値とを求めよ．

　 2 を底とする指数関 g の逆関数 g−1 は 2 を底とする対数関数である：

g−1(x) = log2x ．13 における g−1 の値は

g−1(13) = log213 .

1
256

における g−1 の値は

g−1
(

1
256

)

= log2
1

28
= log22

−8 = −8 . 終



　 7.7節で，関数 f の逆関

数 f−1 のグラフについて

述べた．xy 座標平面にお

いて，f のグラフの点と対

応する f−1 のグラフの点

とでは x 座標と y 座標とが

入れ替わる．x 座標と y 座

標とが入れ替わった点は元

の点と直線 y = x に関し

て対称である．よって，関

数 f の逆関数 f−1 のグ

ラフは f のグラフと直線

y = x に関して対称である．



　 7.7節で，関数 f の逆関

数 f−1 のグラフについて

述べた．xy 座標平面にお

いて，f のグラフの点と対

応する f−1 のグラフの点

とでは x 座標と y 座標とが

入れ替わる．x 座標と y 座

標とが入れ替わった点は元

の点と直線 y = x に関し

て対称である．よって，関

数 f の逆関数 f−1 のグ

ラフは f のグラフと直線

y = x に関して対称である．



　 7.7節で，関数 f の逆関
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f−1 のグラフ

の点

数 f−1 のグラフについて

述べた．xy 座標平面にお

いて，f のグラフの点と対

応する f−1 のグラフの点

とでは x 座標と y 座標とが

入れ替わる．x 座標と y 座

標とが入れ替わった点は元

の点と直線 y = x に関し

て対称である．よって，関

数 f の逆関数 f−1 のグ

ラフは f のグラフと直線

y = x に関して対称である．



　 7.7節で，関数 f の逆関
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数 f−1 のグラフについて

述べた．xy 座標平面にお

いて，f のグラフの点と対

応する f−1 のグラフの点

とでは x 座標と y 座標とが

入れ替わる．x 座標と y 座

標とが入れ替わった点は元

の点と直線 y = x に関し

て対称である．よって，関

数 f の逆関数 f−1 のグ

ラフは f のグラフと直線

y = x に関して対称である．



　定数 a は実数で a > 0 かつ a 6= 1 とする．a を底とする対数関数

logax は a を底とする指数関数 ax の逆関数なので，xy 座標平面において

y = logax のグラフは y = ax のグラフと直線 y = x に関して対称である．



x

y

0 1

1

y = x

y = ax

y = logax

x

y

0 1

1

y = x
y = ax

y = logax

a > 1 のときの y = logax のグラフ 0 < a < 1 のときの y = logax のグラフ



対数関数 y = logax のグラフは y 軸に限りなく近付いていくが，y 軸と交わ

らない．つまり，y 軸は y = logax のグラフの漸近線である．



対数関数 y = logax のグラフは y 軸に限りなく近付いていくが，y 軸と交わ

らない．つまり，y 軸は y = logax のグラフの漸近線である．

　グラフから分かるように，次の定理が成り立つ．

定理 定数 a は実数で a > 0 かつ a 6= 1 とする．定義域が正の実数の全体

である対数関数 logax の値域は実数全体である．また，対数関数 logax は，

a > 1 のとき単調増加であり， 0 < a < 1 のとき単調減少である．


